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1　は　じ　め　に

本県のダイズウイルス病としては，既にダイズモザイク

病．ダイズ萎縮病，ラッカセイわい化ウイルスによるウイ

ルス病等が知られているが，新たに1989年．ダイズわい化

病の発生が確認されたので，その発生実態について報告す

る。

2　試　験　方　法

（1）県内における発生状況

1990年のダイズ成熟期前（10月8－19日）に，任意に選

定した県内各地の閲執こおいて．病徴及び発病茎数を，肉

眼観察により調査した。発病茎率は．栽植密度及び調査面

積より調査本数を算出して求めた。

（2）品種及び播種時期とダイズわい化病の発生状況

1989年は，奨励品種及び有望系統について．播種期別に

発病状況を肉眼観察により調査した。なお，榛揺は5月25

日，晩楢は6月15日である。

1990年はトモユタカについて，同様に播種期別に調査を

行った。

3　試験結果及び考察

（1）県内における発生状況

調査圃場計36地点の内，34地点で発生が認められたが，

庄内では発生が極めて少なく．内陸で多い傾向が認められ

た。特に発病茎率が1％以上と発生が目立ったのは，村山

市周辺3地点，米沢市3地点．山形市，河北町，大石田町，

新庄市各1地点の計10地点であった。庄内では藤島町周辺

を中心に散見される程度であった。病徴は，葉脈間が黄化

し．軽い桁彙症状を呈するものの他に，濃緑色で軽い縮薫

症状の株も各地で認められたが，今回の調査では，前者の

方が多かった（義1）。なお．草丈については．わい化す

るものも認められたが，健全株とほとんど差がないものも

多く．また逆に葉柄が徒良し節間もやや徒長ぎみのものも

少し認められた。また，発病株の着英数は極めて少ないも

のから健全株とほとんど変わらないものまで種々の段階の

ものが混在していたが，達観では，発病程度の軽いもので

も健全株と比べて一粒爽数が多いようであった。本病には

黄化系統，鯨彙系統などがあることが知られており，また，

御子柴1）によると，本県では．タイズわい化ウイルス

蓑1県内におけるダイズわい化病の発生状況
（1990年10月8－19日）
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（SDV）の他に，レンゲからレンゲ萎縮ウイルス（MDV）

も検出されていることから，今後，ウイルスの系統．種板

についても検討する必要がある。

なお連作年数と発病茎率との関係は認められなかった。

（2）品種及び播種時期とダイズわい化病の発生状況

1）品種，系統と発病

1989年の標楢の調査結果では，トモユタカ，東北102号

で比較的発病が多く，ライデン，タチユタカ．スズユタカ

は発病が少ない傾向が認められた（表2）。今後，より抵

抗性の強い品種を探索していくことが必要と考えられる。

2）播種期と発病

1989年の調査では，供試したいずれの品種においても標

楢より晩播で発病が少ない傾向が認められた。特に，比較

的発病が多かったトモユタカ，東北102号で顕著に少なかっ

た（表2）。

トモユタカは1990年の播種期別発病試験においても，播
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蓑2　品種および播種時期とダイズわい化病の発生状況（1989年10J19日）

棟　　　 楢 晩　　　 播

A　　　　　 B　　　 発病 A　　　　　 B　　　 発病

芸芸慧芸芸慧慧 芸芸慧霊芸慧慧
ラ　 イ　 デ　 ン 8 9　　 1 ．1　　 9 6　　　 3 ．1　　 2 ．1 154　　 1．3　　 14 9　　　 2 ．0　　 1．7

タ チ ユ タ カ 9 0　　　 4 ．4　　 10 8　　　 3 ．7　　　 4 ．1 1 48　　　　 0　 16 9　　 1．2　　 0 ．6

ス ズ ユ タ カ 9 7　　　 2 ．1　 1 0 1　　 6 ．9　　 4 ．5 16 0　　 1．3　 15 1　　 0 ．7　　 1．0

トモ ユ タ カ 10 7　　 14 ．0　　　 9 7　　　 9 ．3　 1 1．7 1 54　　　 0 ．6　 14 1　　 2 ．1　 1．4

東 北 10 2 号 9 8　　 19 ．4　 1 0 2　　 1 1．8　 15 ．6 15 7　　　 2 ．5　 15 7　　　 0 ．6　　 1．6

種期が遅いほど発病は少ない傾向が認められ．特に梅晩播

（7月511捕挿）で有意に発病茎率が少なくなった（表3）。

本病は下にジャガイモヒゲナガアプラムシによって媒介さ

衰3　播種期とダイズわい化病の発生状況
（トモユタカ，1990年10月22日）

播 種 月 日
調 査 本数　　　　 発 病 茎 率 （％ ）

（本 ）　 黄 化 縮 糞　 濃 緑 鮪 彙　　 計

5 月 25 日 5 70　　　 1．4　　　　 0．9　　　　 2．3 a

6 月 15 日 5 70　　　　 0．8　　　 1．1　　 1．9 a

7 月 5 日 570　　　　 0．2　　　　 0．1　　　 0．3 b

注．DUNCUNの多重検定により，同一美文間には
有意差がないことを示す（P＜0．05）。

れるので，今後，ジャガイモヒゲナガアプラムシの発生消

長について調査する必要がある。

4　ま　　と　　め

県内での発生は．庁内よりも内陸で多く．各地に発生が

認められた。品種，系統間ではトモユタカ，東北102号で

発病が多かった。播挿期と発病については．播種期が遅い

ほど発病が少ない傾向が認められた。
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